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４
万
３
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
６

６
９
億
２
５
３
８
万
２
千
円
と
す
る
。

▼
議
案
第
79
号　

国
民
健
康
保
険
診

療
所
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
50
万
円
を

増
額
し
、
総
額
を
１
億
２
千
万
円
と

す
る
。

▼
議
案
第
80
号　

介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
９
４
６

万
６
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
93
億

２
３
４
６
万
６
千
円
と
す
る
。

▼
議
案
第
81
号　

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

資
本
的
支
出
４
１
７
０
万
円
を
増

額
し
、
総
額
を
21
億
３
８
５
９
万
７

千
円
と
す
る
。

▼
議
案
第
82
号　

職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
生
じ
た
事
態
に
対
処
し
、
市
民

の
生
命
や
健
康
を
保
護
す
る
た
め
に

行
わ
れ
た
措
置
に
係
る
作
業
に
従
事

し
た
職
員
へ
特
殊
勤
務
手
当
を
支
給

す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
83
号　

市
役
所
の
位
置
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

▼
認
定
第
１
号　

一
般
会
計
及
び
各

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
各

特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い

て
議
会
の
認
定
に
付
す
も
の
。

▼
議
案
第
75
号
　
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
事
業
会
計
利
益
の
処
分
及
び
決

算
の
認
定

　

令
和
元
年
度
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

走
事
業
会
計
決
算
に
伴
う
利
益
剰
余

金
を
剰
余
金
処
分
計
算
書
案
の
と
お

り
処
分
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の

議
決
を
求
め
、
併
せ
て
令
和
元
年
度

決
算
に
つ
い
て
認
定
に
付
す
も
の
。

▼
議
案
第
76
号　

専
決
処
分
の
承
認

（
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
））

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
３
６
４

０
万
円
を
増
額
し
、
総
額
を
６
５
８

億
７
７
６
３
万
９
千
円
と
す
る
。

▼
議
案
第
77
号　

専
決
処
分
の
承
認

（
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
））

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
円
を
増

額
し
、
総
額
を
６
６
０
億
７
７
６
３

万
９
千
円
と
す
る
。

▼
議
案
第
78
号　

一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
億
４
７
７

　

本
庁
舎
の
移
転
に
伴
い
、
条
例
に

定
め
る
市
役
所
の
位
置
を
変
更
す
る
。

▼
議
案
第
84
号　

福
祉
事
務
所
設
置

条
例
の
一
部
改
正

　

本
庁
舎
の
移
転
に
伴
い
、
条
例
に

定
め
る
福
祉
事
務
所
の
位
置
を
変
更

す
る
。

▼
議
案
第
85
号　

教
育
研
究
所
条
例

の
一
部
改
正

　

本
庁
舎
の
移
転
に
伴
い
、
条
例
に

定
め
る
教
育
研
究
所
の
位
置
を
変
更

す
る
。

▼
議
案
第
86
号　

学
校
給
食
費
に
関

す
る
条
例
の
制
定

　

学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
に
伴

い
、
学
校
給
食
費
の
取
扱
い
に
つ
い

て
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
。

▼
議
案
第
87
号　

学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
条
例
の
一
部
改
正

　

学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
に
伴

い
、
学
校
給
食
費
に
関
す
る
業
務
を

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
追
加

す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
88
号　

議
会
の
議
員
及
び

長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公

費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
伴
い
、
市

議
会
議
員
選
挙
候
補
者
の
選
挙
運
動

用
ビ
ラ
の
頒
布
と
公
費
負
担
が
認
め

ら
れ
た
た
め
、所
要
の
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
89
号　

工
事
請
負
契
約
の

締
結
（
垂
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
新
築
工
事
）

　

制
限
付
き
一
般
競
争
入
札
に
よ

り
、
大
建
住
宅
㈱
と
仮
契
約
を
締
結

し
た
た
め
、議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

▼
議
案
第
90
号　

工
事
請
負
契
約
の

締
結
（
丸
亀
城
帯
曲
輪
石
垣
解
体
等

工
事
）

　

鹿
島
建
設
㈱
四
国
支
店
と
仮
契
約

を
締
結
し
た
た
め
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
。

▼
議
案
第
91
号　

物
品
の
購
入
（
小

型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
（
軽
自
動

車
）
３
台
）

　

指
名
競
争
入
札
に
よ
り
、
㈱
岩
本

商
会
高
松
支
店
と
仮
契
約
を
締
結
し

た
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

▼
議
案
第
92
号　

市
政
功
労
者
表
彰

の
同
意

　

条
例
に
該
当
す
る
候
補
者
７
名
を

市
政
功
労
者
と
し
て
推
薦
し
、
表
彰

す
る
た
め
、議
会
の
同
意
を
求
め
る
。

▼
議
案
第
93
号　

一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
９
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
４
８

６
万
４
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
６

７
０
億
８
０
２
４
万
６
千
円
と
す
る
。

▼
議
案
第
94
号　

物
品
の
購
入
（
市

内
小
学
校
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想

に
係
る
端
末
）

　

指
名
競
争
入
札
に
よ
り
、
㈱
エ
レ

パ
高
松
営
業
所
と
仮
契
約
を
締
結
し

た
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

▼
議
案
第
95
号　

物
品
の
購
入
（
市

内
中
学
校
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想

に
係
る
端
末
）

　

指
名
競
争
入
札
に
よ
り
、
シ
コ

ク
・
シ
ス
テ
ム
工
房
㈱
と
仮
契
約
を

締
結
し
た
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
。

　２日　市議会議員の不当要求疑惑
等に関する調査特別委員会

　３日　教育民生委員会協議会
　７日　市議会議員の不当要求疑惑

等に関する調査特別委員会
16日　市議会議員の不当要求疑惑

等に関する調査特別委員会
17日　全員協議会
21日　市庁舎等整備特別委員会
28日　総務委員会協議会

教育民生委員会協議会
29日　議会運営委員会

各派会長会
31日　市議会議員の不当要求疑惑

等に関する調査特別委員会

7・8・9月
7・8・9月議会の動き議会の動き

11日　丸亀城復旧復興特別委員会
12日　広報広聴委員会

市議会議員の不当要求疑惑
等に関する調査特別委員会

18日　各派会長会
全員協議会
教育民生委員会協議会

19日　市議会議員の不当要求疑惑
等に関する調査特別委員会

20日　丸亀城復旧復興特別委員会
21日　議会運営委員会
27日　市議会議員の不当要求疑惑

等に関する調査特別委員会
 １日　議会運営委員会

本会議（９月定例会）
決算特別委員会

 ３日　本会議
教育民生委員会協議会

　４日　教育民生委員会
都市環境委員会
都市環境委員会協議会

　７日　総務委員会
総務委員会協議会

11,14,15日　本会議
16日　本会議

広報広聴委員会
都市環境委員会協議会

17,18日　決算特別委員会
23日　決算特別委員会

各派会長会
24,25日　決算特別委員会
28日　議会運営委員会

議
案
の
内
容

議
会
の
動
き

７　
月

８　
月

９　
月
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一　

般　

質　

問

真
鍋
　
順
穗

①
学
校
給
食

②
史
跡
丸
亀
城
跡
の
整
備

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連

①
行
政
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

②
徘
徊
高
齢
者
支
援
事
業

③
学
校
資
料
の
保
存
と
活
用

④
農
産
物
販
売
の
情
報
提
供

⑤
コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
生
支
援

①
環
境
行
政
と
ご
み
収
集

②
児
童
館

③
城
乾
こ
ど
も
園

①
中
心
市
街
地
の
活
性
化

②
関
係
省
庁
と
の
折
衝

③
観
光
振
興

④
地
域
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り

松
永
　
恭
二

①
丸
亀
高
校
附
属
幼
稚
園
跡
地

②
戦
没
者
追
悼
式

③
城
東
小
学
校
の
建
て
替
え

水
本
　
徹
雄

①
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
の
ま
ち
づ
く
り

②
公
共
施
設
の
包
括
管
理

武
田
　
孝
三
　

横
川
　
重
行
　

福
部
　
正
人
　

横
田
　
隼
人
　

① 

環
境
ホ
ル
モ
ン
問
題

② 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
区
域
と
小
学
校

区
の
違
い

②
S
D
G
s
の
推
進

③
市
民
・
議
会
へ
の
執
行
部
の

「
対
応
力
」

④
窓
口
業
務
の
充
実

内
田
　
俊
英

①
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
へ
の
補
助

②
丸
亀
市
児
童
館
の
存
続

中
谷
真
裕
美

①
ニ
ッ
カ
リ
青
江
展
延
期
に
伴
う

動
画
の
活
用

②
丸
亀
城
の
堀
の
水
質
改
善

③
窓
口
用
透
明
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

へ
の
仕
掛
け

④
第
8
期
介
護
保
険
事
業
計
画
と

コ
ロ
ナ
対
策

神
田
　
泰
孝

①
W
i
t
h
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
現

況
と
今
後
の
対
策
（
事
業
者
・

市
民
生
活
・
ふ
る
さ
と
納
税
の

感
染
症
対
策
支
援
・
市
民
や
市

内
業
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

東
　
　
由
美

①
自
転
車
の
道
路
使
用

②
環
境
問
題
と
し
て
の
空
き
家
の

現
状

　
飛
沫
防
止
対
策（
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
設
置
）の
う
え
、発
言
す
る
議
員

は
、マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

三
宅
　
真
弓

①
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
ま
る
が
め
の
感

染
症
対
策
と
影
響

②
土
地
改
良
補
助
事
業

竹
田
　
英
司

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策

②
次
期
市
長
選
挙
へ
の
出
馬

大
西
　
　
浩

①
副
市
長
の
海
外
視
察
研
修

②
綾
歌
森
林
公
園
多
目
的
研
修
棟

の
管
理

国
方
　
功
夫

①
生
活
再
建
を
伴
う
債
権
回
収

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
へ
の
I
C

カ
ー
ド
導
入

加
藤
　
正
員

①
小
児
慢
性
特
定
疾
病

②
コ
ロ
ナ
時
代
の
学
校
運
営

③
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

香
川
　
　
勝

①
城
東
小
学
校
校
舎

②
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
政

策
・
実
績

大
前
　
　
誠
治

18
人
の
議
員
が
市
の
考
え
を
問
う

質
問
者
・
項
目

太
字
の
項
目
は
本
文
中
に
要
約
文
を
掲
載

一
般
質
問

一
般
質
問



2020.11❼ No.83

一
　
般
　
質
　
問

香川　勝　議員

大前誠治議員

Ａ
健
康
福
祉
部
長
　
本
市
の
相

談
窓
口
は
、
保
育
所
・
幼
稚

園
・
こ
ど
も
園
は
幼
保
運
営
課
、
小

中
学
校
は
教
育
部
総
務
課
・
学
校
教

育
課
、
医
療
費
助
成
や
手
当
は
子
育

て
支
援
課
、
日
常
生
活
用
具
給
付
事

業
は
福
祉
課
な
ど
、
相
談
内
容
に
よ

っ
て
分
か
れ
て
い
る
。
各
部
署
で
連

携
し
、
各
担
当
へ
案
内
で
き
る
よ
う

に
対
応
し
て
い
る
。

教
育
長
　
病
気
療
養
児
が
双

方
向
型
授
業
配
信
に
よ
っ
て

授
業
に
参
加
し
た
場
合
は
、
出
席
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
分
身
ロ
ボ
ッ
ト

の
使
用
に
つ
い
て
は
、
各
校
の
通
信

環
境
や
移
動
時
の
管
理
な
ど
を
踏
ま

え
、
個
別
の
対
応
が
必
要
と
考
え
る

が
、
学
習
や
心
理
面
へ
の
支
援
が
充

実
す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
小
児
慢
性
特
定
疾
病
に
関
し
て
、
保
護
者
が
手
続
き
や
相
談
で
き
る

窓
口
は
ど
こ
か
。
ま
た
、
本
人
の
通
学
が
困
難
な
場

合
、
分
身
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
授
業
や
行
事
へ
の
参

加
は
可
能
か
。

Ａ

Ａ
教
育
部
長
　
現
在
、
校
舎
の

耐
力
度
調
査
を
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
整
備
計

画
を
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。
長
寿

命
化
改
修
を
予
定
し
て
い
る
他
の
施

設
の
整
備
に
つ
い
て
も
考
慮
し
な
が

ら
、
財
政
部
局
と
協
議
し
、
整
備
時

期
の
調
整
を
行
う
。

　
自
然
豊
か
な
土
器
町
は
、
保
育
所
が
県
の
土
砂
災
害
警
戒
地
域
に
あ

り
、
幼
稚
園
や
小
学
校
も
水
害
発
生
の
多
い
地
域
に
あ
る
た
め
、
災
害

時
の
避
難
場
所
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
し
か
な
い
。
ま
た
、
学
校

施
設
は
地
域
に
根
付
い
た
公
共
施
設
で
あ
り
、
児
童
・
生
徒
や
家
族
、

地
域
住
民
が
一
堂
に
集
い
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
場
所
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
城
東
小
学
校
の
校
舎
に
つ
い
て
は
、
ぜ
ひ
改

築
し
て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
、
今
の
現
状
で
、
き
ち
ん

と
し
た
順
序
で
適
切
な
整
備
を
行
う
場
合
、
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

分身ロボット OriHime

Q

安心して学べる環境を

Q

小
児
慢
性
特
定
疾
病

心
に
寄
り
添
う
サ
ポ
ー
ト
を

小
児
慢
性
特
定
疾
病

心
に
寄
り
添
う
サ
ポ
ー
ト
を

城
東
小
学
校
校
舎
の

こ
れ
か
ら
は
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加藤正員議員

市
長　

全
地
域
住
民
に
対
す

る
重
層
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
の
強
化
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、
重
要
な
福
祉
施
策
の
一
つ
と
考

え
て
い
る
。
詳
細
な
協
議
や
民
間
の

支
援
事
業
所
な
ど
と
の
調
整
、
様
々

な
課
題
の
取
り
ま
と
め
な
ど
中
核
と

な
る
機
関
の
構
築
が
必
要
と
な
る

が
、
今
後
こ
の
事
業
に
取
り
組
む
た

め
の
調
査
、
研
究
を
行
い
、
包
括
的

な
支
援
体
制
の
整
備
に
努
め
る
。

健
康
福
祉
部
長　

関
係
各
課

の
協
力
を
得
る
こ
と
で
債
権

回
収
を
進
め
つ
つ
、
費
用
対
効
果
や

主
管
課
の
意
向
を
踏
ま
え
、
外
部
人

材
の
活
用
、
専
門
家
と
の
連
携
も
行

い
な
が
ら
、
市
民
の
様
々
な
生
活
の

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
ど
も
、
生
活
困
窮
者
な
ど
属
性
や
世
代
を

問
わ
な
い
相
談
支
援
事
業
「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」
が
創
設
さ

れ
る
が
、
こ
の
必
要
性
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
払
い
た

い
け
れ
ど
も
払
え
な
い
人
へ
の
、
生
活
再
建
を
見
据
え

た
債
権
回
収
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
は
。

Ａ

誰もが頼れるエキスパートを

Q 誰
も
が
利
用
で
き
る

新
た
な
相
談
支
援
事
業

誰
も
が
利
用
で
き
る

新
た
な
相
談
支
援
事
業

Ａ

真鍋順穗議員

市
長　

軽
く
て
丈
夫
な
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
密
封
性
も
高

く
、
製
品
の
軽
量
化
や
食
品
ロ
ス
の

削
減
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
暮
ら
し

の
支
え
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

ご
み
と
し
て
排
出
さ
れ
れ
ば
、
生
態

系
に
悪
影
響
を
与
え
る
と
懸
念
さ
れ

て
お
り
、
昨
年
６
月
に
開
催
さ
れ
た

Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
の
主
要
議
題
の

一
つ
に
も
な
っ
た
。
国
内
で
も
、
宣

言
の
発
出
な
ど
積
極
的
に
施
策
を
進

め
る
自
治
体
は
増
え
て
お
り
、
本
市

と
し
て
も
、
先
進
地
の
活
動
状
況
や

県
内
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
に
関
す
る
施

策
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
や
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
環
境
ホ

ル
モ
ン
な
ど
と
し
て
生
態
系
に
与
え
る
影
響
を
軽
減
し
、
さ
ら
に
は
防

止
す
る
必
要
が
あ
る
。
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
の

た
め
の
宣
言
」
を
行
い
、
諸
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

浜辺に流れ着いたプラスチックごみ

Q プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

削
減
対
策
の
推
進
を
！

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

削
減
対
策
の
推
進
を
！

Ａ
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